領域気候d4PDF データによる地上気温極端事象解析 by 岡田, 靖子 et al.
Title領域気候d4PDF データによる地上気温極端事象解析












































図 1 実験デザインの概略．d4PDF 利用手引き
引用． 
 
CMIP5の 6種 SST 将来変化の空間パターン

























 抽出は観測地点から 20km 以内の海陸比
50%以上の陸上の計算格子点を対象に，以下
の逆距離荷重法を用いる．zは気象官署観測
地点に対応する値， iz は格子点 iでの計算値，
dは距離である．距離dが小さいほど格子点





























する要素は日平均気温（ meanT ），日較差（ rngT ），
歪度（ skT ）である．日最高気温（ maxT ）およ
 










（Piani et al. 2010）．4℃昇温実験については，
観測値と過去実験の比較から求めた補正係
数を適用する． 
minmax TTTrng −=  
















































夏日日数は過去に比べ約 5 倍程度増加する． 
 
 

















表 1 真夏日日数の比較．サンプル数は 1891日
（31日×61年）である． 
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